













代の叙事詩の特定の個別的事件に関連させるのは成功しないであろう。また他方、十六世紀の記念碑的絵画をたんなるムード画あるいは風俗画と解釈することももちろん許されないように見える。それ故、この絵は﹁寓意的│象徴的﹂表現として理解されなければならないであろう。しかもその表現は、種類も価値も異 るにも拘わらず、互 にまったく矛盾するわけで ない概念や理想をわれわれ呈示するような │いわば様々な価値評価を つ種類の の のである。これは一七〇〇年頃から伝統的になった呼称
（二）
、この絵が















































De Natura Deorum I, 7 9 ）（３）
を想起しながらこう語られる。 ﹁美とはあたかも︿自身のものそして生来




































































































per dinotare che la semplicità le è natural ） 、 ﹁勇敢な徳﹂
Virtù Heroica （ ﹁富ではなく不死を求めるような徳、 古代の大理石像の中で見られるようなそれは言う、 ︿徳
は裸の人間に満足である﹀と﹂
come quella, che non cerche richezze, ma lʼimmortalità ︙
come si è visto in un 
marmo antico che dice >virtus nudo homine contenta est< ） 、 ﹁観照的な人生﹂
Vita contemplativa
は裸である。そ
してまさにこ リーパにおいて、われわれは今や、 ﹁裸の人物像と豊かに着飾った人物像の対比﹂に出会うことになる。そ 物像は確かにすべての特徴ではないにしても本質的な特徴において、ティツィアーノの絵の現実と合致するので、それは絵の解釈 ために何と言っても引用され ければならない。
﹁永遠の幸せ﹂
FELICITA ETERNA ﹇原文イタリア語﹈ ﹁金髪の編み毛の﹂ 、 月桂樹の冠を戴いた若い﹁裸
の﹂女性は﹁美しく輝くばかりで﹂ 、星空の上に坐して、左手には棕櫚、右手には﹁火の炎﹂を持ち、高みへ眼を上げ、歓喜のしるしを見せている。若い女性として描かれるのは 永遠の幸せが、永遠の歓喜、真の健康、青春を追求する特別な優雅さ以外に何も持たないからである。︙裸なのは、 地上の短
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（8）
命な事物で覆われる必要がないからだ﹂︙金髪は永遠の平和と安定した調和の甘美な思いである。︙星空の上に座ることが出来るのは、空だけを喜ぶ真の幸せが、星の素早い流れには左右されな ことを示しているためである。︙﹁燃えさかる炎は神の愛を示し﹂ 、高貴な眺めは神の観想を示している。何故なら、この二つの部分に深い幸福と完全 幸せが存するからである。﹁儚い幸せ﹂
FELICITA BREVE ﹇原文イタリア語﹈頭上に金の冠を戴く﹁白と黄色の衣装の﹂貴婦人は、































































amore vero, santissimo, razionale, 
divino ）を説くのはまたしてもベンボなのだが、一方、世俗的な人物であるモレット・ダ・オルターナは
﹁普通の感覚的な愛﹂ （
















Ipsa visio pulchri を示し、他方は﹁ゼウスとディオネの娘﹂ 、 ﹁大地に浸み込ん
だ生命﹂





















onatschr. f. Kunstwiss. 三、一九一〇年、三六五頁以下、
およびＥ・シュタインマン
Steinmann/ Ｏ・ｖ・ゲルストフェルト﹃イタリア巡礼﹄
Pilgerfahrten in Italien 、一九一二
年、二五五頁以下。他、
Sal. Reinach, Revue archéol.. II,1912; G. Batteli, Cicerone IV, 1912; J. Poppelreuter, Rep. f. 
Kunstwiss. XXXVI, 1913; R. Schrey, Kunstchronik N. F. XXVI, 1915; R. Förster, Neue Jahrb. f. d. Klass. Altert., XVIII, 1, 
1915; L. Hourticq, Gaz. des Beaux-Arts, LIX, 1917; W
. Habich, Archiv f. M
edaillen-und Plakettenkunde, III, 1921/22.
（二）
	　﹁天上の愛と地上の愛﹂




ontelatici, Villa Borghese 、一七〇〇年、二八八頁が初めてである（リオネロ・ヴェントゥーリ
Lionello 
Venturi ﹃美術﹄








Sig. Scipione Cardinal Borghese （1613 ）, Arch. Vat., Fondo Borghese S. VI. T.102. この個所はヴェントゥーリによって
強調された。 ﹃ボルゲーゼ博物館・美術館﹄












pulchritudinem quasi suum atque innatum toto esse perfusum corpore, quod pulchrum sit ornamentum autem afﬁcti et 





















E. Picot, Bull de la Soc. française de réprod. de 
manuscrits à peintures 、一九一三年、六四頁。
（一〇）
	 Ｅ・ｖ・ボーデ、 ﹃メダル学と記念碑学の公文書﹄









































































arsilio Ficino, Comm. in Plotini Librum de 

















Erwin Panofsky, HERCULES AM
 SCHEIDEW
EGE und andere antike Bildstoffe in der neueren Kunst, Gebr. 
M

























La corona di mirto nota, Iʼistesso <scil. il piacere> per essere dedicato a Venere e si dice che quando ella sʼespose al 
313
（15） ティツィアー ノの「聖愛と俗愛」の解釈に寄せて






































Erwin Panofsky: Hercules am Scheidewege und andere antike Bildstoffe in der neueren Kunst, Gebr. M
ann 
Verlag, Berlin, 1997 （
3 0 ）に収録された﹁余論﹂１﹁ティツィアーノの︿聖愛と俗愛﹀の解釈に寄せて﹂
Zur Deutung von 
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（16）








iedergeburt einer griechischen M
oralerzählung 










品で、 一五一五年頃に描かれた初期の代表作である。ヴェネ 派が生んだ﹁最も美しい寓意画の一つ﹂とされ （ ﹃世界美術大全集﹄第一三巻﹁イタリア・ルネサンス﹂３、小学館、二〇〇〇（一九九二）年、 ﹁解説﹂森田義之） 。
画面中央に水槽（ヴィーナス﹇ウェヌス﹈の泉） 、向かって右側に裸体の、左側に豪華な着衣の美しい女性が描かれて
いる。その真ん中でキューピッド﹇クピド﹈が水遊びをしている。二人の女性が愛と美の女神ヴィーナスであることは大方の意見の一致するところのようだ。裸体のヴィーナ は深紅 マントを翻し、左手で器（愛の炎）を高く掲げ、着衣のヴィーナスは白い衣装に身を包み、ミルテ（永遠の愛のシンボル） 花冠をつけ、手袋をはめた手で愛の花＝薔薇を持っている。彼女の背景 丘の上には要塞と城、中景に兎（多産 象徴）が二羽描かれている。一方、画面右には牧歌的な風景が広が 狩りをする人々、羊飼い、草原に横たわる恋人たち。彼らは教会や湖や森を背景に至福の時を過ごして る。
あらゆる意味で画面の左右が対照的に描き分けられたこの作品を、パノフスキーはアルベルティ、チェーザレ・リーパ、
































移住後の後半に分けられる。ハノーファーでユダヤ人の家系に生まれた彼 、ナチス 台頭とともに 国外への亡命を余儀なくされ、アメリカ合衆国に新天地を求めたが、ドイツ在住時代（一八九二│一九三三年）にドイツ語で発表した論文を、 アメリカへの亡命以後 （一九三四│一九六八年） の英語による著作の中で、 彼は時折、 改稿し活用している。本 も、その例に漏れず、 ﹃イコノロジー研究﹄









名作﹁ヴィーナスの誕生﹂と﹁プリマヴェーラ﹂ （春）に描かれた﹁裸﹂の女神と﹁着飾った﹂女神、 ﹁無装飾の美神﹂と﹁装飾の美神﹂が、ティツィアーノの﹁聖愛と俗愛﹂の中に表現されていると指摘したフランクッチの説を紹介しながら、﹁ヴィーナスの誕生﹂は﹁天上のヴィーナスの降誕﹂ 、 ﹁プリマヴェーラ﹂は﹁自然のヴィーナスの領土﹂と題することが出来ると言う（同書、二二九│二三一頁） 。フィレンツェの巨匠（ボッティチェリ）が別々の作品に描いた二人のヴィーナスは、ヴェネツィアの巨匠（テ ツィアーノ）の名作の中で、一画面の中で対照的に描き分けられたわけである。
以上、パノフスキーの﹁聖愛と俗愛﹂論において特筆すべきは、前述、プラトンのエロス論（ ﹃饗宴﹄ ）を継承したイタ
リア・ルネサンス期の哲学者Ｍ・フ チーノ
Ficino （一四三三│一四九九年） の新プラトン主義思想の援用である。 フィチー










さて、 ﹁聖愛と俗愛﹂を見ると、 画面中央に、 神秘的な表情を湛える二人の女性に挟まれて、 水槽で遊ぶキューピッド（ク
ピド）が描かれている。水をかき混ぜるその姿には、 ﹁天上﹂と﹁地上﹂二つの愛を融合し調和しようとする寓意が色濃く反映しているようだ（前述﹃ルネサンス美術館﹄ ﹁解説﹂他） 。パノフスキー 複雑な図像学的解釈も、このクピドを端緒にすると、そして右の うな成立背景を再考することによって、さらなる展開が可能になるのかも知れない。
　
＊
 パノフスキー論文の翻訳に際して、ラテン語は本学文芸学部ヨーロッパ文化学科の戸部順一教授、イタリア語は芸術学科の石鍋真澄教授に種々ご教示いただいた。お二人に心から感謝いたします。文責は、言うまでもなく、すべて筆者（高木）にある。
　
＊本稿は、本学﹁グローカル研究﹂プロジェクトの研究成果の一つとして発表するものである。
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